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海
詳
細
図
が
一
面
欠
け

て
い
た
図
面
も
あ
っ
た
。

そ
ん
な
中
に
一
枚
大
変
美

し
く
書
け
て
い
た
図
面
が

あ
っ
た
。

閉
会
式
で
は
、
「
競
技

大
会
の
結
果
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
今
大
会
に
参
加
し
て

全
力
を
尽
く
し
た
こ
と
が

大
切
で
す
」
と
の
大
会
会

長
の
挨
拶
で
、
私
も
ほ
っ

と
し
た
。

３
月
ｎ
日
に
県
板
よ
り

１
位
入
賞
の
連
絡
が
あ
り

私
自
身
び
っ
く
り
し
た
。

先
に
書
い
た
よ
う
に
、
一

人
素
晴
ら
し
く
締
麗
に
書

け
た
図
面
が
あ
っ
た
か
ら
。

こ
の
記
事
は
松
代
氏
か

ら
資
料
を
い
た
だ
い
て
、

鷲
見
が
ま
と
め
ま
し
た
。

尚
、
松
代
一
郎
氏
の
表
彰

は
５
月
焔
日
徳
島
県
「
徳

島
市
立
体
育
館
」
で
開
催

す
る
、
第
娼
回
全
板
大
会

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

Ｑ

最初の試みに挑戦（ＮＹＡＣ）

こ
の
吉
報
を
知
っ
た
の
は

平
野
理
事
長
が
会
長
を
勤

め
る
Ｓ
Ｉ
研
親
会
と
い
う

勉
強
会
で
３
月
ｕ
日
に
、

淀
川
製
鋼
福
井
工
場
を
見

学
し
た
夜
の
懇
親
会
の
席

で
、
理
事
長
か
ら
紹
介
さ

れ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、

愛
板
先
月
号
で
お
知
ら

せ
し
た
通
り
平
成
３
年
２

月
記
臼
・
型
日
の
２
日
間

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開

発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
建
築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

に
、
３
名
の
組
合
員
が
参

加
し
腕
を
競
っ
た
。

松
代
一
郎
氏
が
見
覗
入
賞

を
果
た
さ
れ
た
。

第
一
回
板
協
青
年
部

全
国
建
築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル

》
暮
跨
嬢
職
逼
侭
謹
雷
認
鼠

〃
第
１
位
入
賞
〃

ゃ

Ｃ

と鍵

日
本
建
築
板
金
協
会
が
主

催
す
る
も
の
で
、
建
築
の

様
式
や
工
法
の
変
化
に
対

応
し
た
施
工
技
術
の
向
上

と
有
能
技
術
者
を
建
築
板

金
業
界
に
確
保
し
、
建
設

業
界
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
目
的
で
今
年
か
ら
開

催
さ
れ
た
。

そ
の
第
１
回
の
ス
タ
ー
ト

を
、
輝
か
し
い
１
位
入
賞

で
飾
ら
れ
た
こ
と
は
愛
知

県
板
の
誇
り
で
も
あ
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
の
課
題

は
、
鋼
板
製
屋
根
一
文
字

葺
き
の
施
工
図
を
描
く
こ

と
で
あ
る
。

松
代
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の

コ
ン
ク
ー
ル
の
事
を
知
っ

た
の
は
、
１
月
中
旬
に
全

板
新
聞
を
読
ん
で
い
た
時

で
、
一
度
出
場
し
て
み
た

い
と
思
っ
た
が
開
催
日
も

１
ケ
月
後
に
追
う
て
い
た

の
で
、
参
加
者
も
決
ま
つ
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鋼
板
製
一
文
字
葺
き
屋
根

の
施
工
図
を
書
く
こ
と
。

木
下
地
は
コ
ン
パ
ネ
咽
加

と
し
、
屋
根
材
と
下
地
の

取
り
合
い
、
ま
た
屋
根
材

の
簡
単
な
割
り
付
け
が
判

別
で
き
る
よ
う
に
作
図
す

る
こ
と
。

軒
先
・
棟
・
け
ら
ば
等
の

各
詳
細
図
を
作
図
す
る
事
。

ス
タ
ー
ト
し
て
帥
分
ぐ

ら
い
は
、
手
が
震
え
て
思

う
よ
う
に
進
ま
ず
、
屋
根

伏
せ
図
が
縮
尺
…
皿
で
あ

る
た
め
、
一
文
字
の
葺
き

足
が
２
ｍ
×
師
加
を
川
枚

書
い
た
が
苦
労
し
た
。

軒
先
・
棟
・
け
ら
ば
の
各

詳
細
図
は
縮
尺
が
嘘
と
大

Ｑ

て
い
る
も
の
と
思
っ
て
い

た
０１

月
即
日
新
春
板
金
セ
ミ

ナ
ー
の
会
場
で
、
前
青
年

部
長
の
野
田
氏
か
ら
「
建

築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
の
出

場
選
手
を
２
月
３
日
の
青

年
部
幹
事
会
で
決
め
る
が

候
補
者
が
な
い
場
合
は
、

松
代
君
に
出
場
し
て
ほ
し

い
」
と
依
頼
が
あ
っ
た
。

出
場
が
決
ま
っ
た
の
は
２

月
岨
日
で
し
た
。

コ
ン
ク
ー
ル
の
当
日
ま

で
に
は
、
一
枚
く
ら
い
製

図
練
習
を
し
て
お
き
た
か

っ
た
が
当
日
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

参
加
選
手
の
名
簿
に
関

連
資
格
が
記
入
さ
れ
て
い

て
、
見
て
び
っ
く
り
し
た
。

１
級
建
築
士
２
名
、
２
級

建
築
士
が
私
を
含
め
て
５

名
、
２
級
施
工
管
理
技
師

１
名
、
年
齢
も
妬
才
か
ら

妃
才
の
私
ま
で
多
彩
。

開
会
式
に
は
、
全
板
連

理
事
長
を
初
め
、
山
梨
県
、

甲
府
市
関
係
者
、
建
設
省

労
働
省
の
方
々
の
挨
拶
が

あ
り
、
今
回
か
ら
始
ま
る

建
築
技
術
コ
ン
ク
ー
ル
に

寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
に

愛知県
板金工業組合

？蕊
き
く
、
ス
ム
ー
ズ
に
書
く

こ
と
が
で
き
た
。

競
技
時
間
３
時
間
妬
分
の

帥
分
前
に
は
書
き
終
え
て
、

書
き
落
と
し
が
な
い
か
チ

ェ
ッ
ク
を
し
、
必
要
事
項

の
記
入
を
済
ま
せ
て
締
切

り
時
間
に
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

昼
食
後
に
全
員
の
図
面

を
見
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

ど
の
図
面
も
素
晴
ら
し
い

仕
上
り
で
あ
っ
た
。

図
面
の
濃
淡
や
、
詳
細
図

の
配
置
・
棟
納
ま
り
が
い

ろ
い
ろ
な
方
法
で
書
か
れ

て
い
て
、
そ
の
人
そ
の
人

の
特
色
が
出
て
い
た
。

時
間
が
足
ら
な
か
っ
た
の

｡

責
任
を
感
じ
、
大
変
な
大

会
に
参
加
し
て
し
ま
っ
た

と
、
自
分
の
自
力
が
ど
れ

だ
け
出
せ
る
か
不
安
に
な

っ
た
。

開
会
式
終
了
後
、
製
図

道
具
の
点
検
、
競
技
場
を

下
見
し
て
１
日
目
を
終
了
。

翌
塑
日
は
、
こ
の
冬
一
番

の
冷
え
込
み
と
な
っ
た
。

富
士
山
の
見
え
る
会
場
に

は
、
８
時
前
に
入
っ
た
が

広
い
会
場
な
の
で
寒
く
て

大
変
だ
っ
た
。

８
時
賜
分
ス
タ
ー
ト
。

課
題
は
５
間
×
４
間
の
切

り
妻
屋
根
に
２
間
×
１
間

の
出
庇
屋
根
が
あ
る
木
造

２
階
建
て
住
宅
の
屋
根
で

卜
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で
、
そ
の
約
毘
％
を
中
水

と
し
て
利
用
し
た
。

ま
た
、
便
器
洗
浄
水
な
ど

中
水
使
用
水
量
約
６
千
測

茄
の
う
ち
約
髄
％
は
雨
水

で
賄
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
自
然
に
降
る
雨

は
使
用
目
的
に
合
わ
せ
て

降
っ
て
く
れ
な
い
た
め
、

利
用
量
の
少
な
い
時
に
幾

日
も
雨
が
降
れ
ば
、
貯
留

槽
は
満
水
で
オ
ー
バ
ー
フ

ロ
ー
し
て
下
水
道
へ
放
流

す
る
こ
と
に
な
る
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
の
場

合
は
、
毎
日
行
事
が
あ
る

わ
け
で
は
な
い
し
、
県
文

化
会
館
の
よ
う
に
毎
日
大

３
月
７
日
に
、
今
年
の

桜
開
花
予
想
日
が
気
象
庁

か
ら
発
表
さ
れ
た
。

同
じ
日
に
、
今
年
の
台
風

１
号
が
発
生
し
た
。

例
年
訂
個
く
ら
い
の
台
風

が
発
生
す
る
が
、
そ
の
う

ち
平
均
配
個
の
台
風
が
日

本
に
上
陸
し
て
い
る
。

去
年
は
記
個
発
生
し
て
、

５
個
の
台
風
が
上
陸
し
た

中
で
も
９
月
廻
日
に
上
陸

し
た
台
風
四
号
は
、
室
戸

台
風
や
伊
勢
湾
台
風
と
い

っ
た
歴
史
的
な
台
風
と
並

ぶ
く
ら
い
の
勢
い
で
あ
っ

た
。
こ
の
台
風
は
四
年
振

り
の
勢
力
で
あ
り
、
ま
た

記
録
的
な
大
雨
を
降
ら
せ

た
台
風
で
も
あ
っ
た
。

一
つ
の
台
風
に
よ
っ
て

日
本
に
降
る
雨
の
量
は
、

そ
の
前
後
の
前
線
に
よ
る

雨
も
含
め
て
お
よ
そ
川
億

ト
ン
位
と
い
わ
れ
て
い
る
。

す
べ
て
の
台
風
に
つ
い
て

計
算
さ
れ
た
わ
け
で
は
な

い
が
、
文
句
な
く
一
番
で

あ
ろ
う
と
い
わ
れ
る
の
は

師
年
の
台
風
Ⅳ
号
で
剛
億

１ト
ン
で
あ
る
。

ま
た
、
歴
史
的
な
台
風
と

し
て
は
、
”
年
の
カ
ス
リ

ン
台
風
で
、
伽
億
ト
ン
、

第
二
室
戸
台
風
で
川
億
ト

ン
、
卿
年
の
伊
勢
湾
台
風

で
伽
億
ト
ン
で
あ
る
。

「
雨
・
屋
根
・
水
」
を
考
え
る

Ｉ
台
風
と
雨
量
Ｉ

勢
の
人
が
出
入
り
し
な
い
。

多
い
時
は
１
万
人
も
の
人

が
入
る
が
、
行
事
が
な
い

時
は
ま
る
で
人
が
い
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
１
日
の
中

水
使
用
量
も
最
大
値
は
蝿

㎡
、
最
小
値
は
配
而
と
開

き
が
あ
る
。

満
水
の
雨
水
貯
留
槽
の
中

水
も
５
日
１
妬
日
で
な
く

な
る
消
費
量
が
あ
っ
た
。

以
上
、
６
ヶ
月
間
で
約

４
千
前
の
雨
水
を
水
資
源

と
し
て
再
生
し
た
が
、
Ｐ

Ｈ
処
理
と
簡
易
な
漁
過
滅

菌
を
行
え
ば
非
常
用
の
飲

料
水
に
も
使
用
で
き
る
ほ

ど
の
良
質
な
水
資
源
と
い

え
る
。こ

の
よ
う
に
、
雨
水
再

利
用
シ
ス
テ
ム
は
大
き
な

屋
根
面
積
の
建
物
で
は
水

道
料
金
の
低
減
、
省
資
源
、

都
市
型
洪
水
の
防
止
、
渇

水
時
の
対
応
、
非
常
用
水

源
の
確
保
等
の
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
を
有
す
る
シ
ス
テ

ム
と
い
え
る
と
結
ば
れ
た
。

鷲
見
収

汐再

去
年
の
台
風
岨
号
は
と

い
う
と
、
な
ん
と
剛
億
ト

ン
と
記
録
的
な
大
雨
を
降

ら
せ
た
。
史
上
第
二
位
と

推
定
さ
れ
る
。

こ
の
台
風
が
和
歌
山
県
白

浜
付
近
に
上
陸
し
て
、
伊

勢
湾
台
風
と
良
く
似
た
コ

ー
ス
で
日
本
列
島
を
縦
断

し
た
。
こ
の
た
め
雨
漏
り

が
し
た
り
、
屋
根
が
剥
が

れ
た
り
、
樋
が
飛
ん
だ
り

の
被
害
が
出
た
よ
う
だ
。

し
か
し
、
〃
大
型
で
非
常

に
強
い
台
風
″
と
い
わ
れ

早
め
の
防
災
体
制
が
取
ら

れ
た
た
め
被
害
が
以
外
と

少
な
か
っ
た
。

名
古
屋
で
は
９
月
過
日
か

ら
田
日
の
台
風
通
過
ま
で

断
続
的
に
降
り
続
き
、
珊

加
の
雨
量
と
な
っ
た
。

南
知
多
池
皿
豊
橋
唖
加

と
各
地
と
も
大
変
な
雨
で

あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
一
週
間
も
降

っ
た
の
は
、
前
線
を
巻
き

込
ん
だ
台
風
で
あ
っ
た
た

め
で
、
９
月
の
名
古
屋
の

雨
量
は
畑
加
と
多
か
っ
た
。

こ
の
雨
は
夏
か
ら
の
水
不

足
が
続
い
て
給
水
制
限
が

出
て
い
た
、
東
三
河
地
方

の
水
ガ
メ
の
宇
連
ダ
ム
も

潤
し
た
恵
み
の
雨
で
も
あ

っ
た
。

剛
億
ト
ン
と
言
え
ば
、
宇

(４）

岩屋ダム

:J＃

連
ダ
ム
の
有
効
貯
水
量
細

万
ト
ン
の
剛
パ
イ
分
、
名

古
屋
の
水
瓶
・
岩
屋
ダ
ム

の
有
効
貯
水
量
１
億
５
千

万
ト
ン
の
約
印
パ
イ
分
に

な
る
勘
定
だ
。

ま
た
、
名
古
屋
の
１
日
当

り
の
水
道
使
用
量
が
約
銘

万
ト
ン
で
あ
り
、
記
年
分

に
も
な
る
。
い
か
に
記
録

的
な
雨
量
か
が
わ
か
る
。

し
か
し
、
た
く
さ
ん
降
っ

て
も
貯
水
能
力
以
上
に
な

れ
ば
、
ダ
ム
も
オ
ー
バ
ー

フ
ロ
ー
し
て
河
川
に
放
流

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
き
な
ダ
ム
を
作
る
か
、

ダ
ム
を
幾
つ
か
作
る
事
に

よ
っ
て
水
を
畜
え
る
事
が

必
要
で
は
な
い
か
。

貯
水
能
力
以
上
の
雨
、

と
い
え
ば
、
雨
水
利
用
の

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
い

る
名
古
屋
市
の
施
設
で
も

同
じ
事
が
い
え
る
。

名
古
屋
市
が
雨
水
流
出
抑

制
を
策
定
し
た
の
も
、
そ

の
一
で
書
い
た
よ
う
に
都

市
水
害
を
引
き
起
こ
す
こ

と
か
ら
で
あ
る
。
自
分
の

地
域
に
降
っ
た
貴
重
な
雨

水
資
源
を
大
き
な
金
を
使

っ
て
下
水
処
理
し
て
い
る

一
方
、
水
源
地
の
人
々
の

犠
牲
で
ダ
ム
が
で
き
、
莫

大
な
投
資
を
し
て
水
道
と

な
る
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

名
古
屋
市
南
区
北
頭
に
あ

る
、
名
古
屋
市
総
合
体
育

館
Ｑ
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ

合
体
育
館
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ

ー
ル
管
理
課
・
設
備
係
長

若
杉
氏
に
い
ろ
い
ろ
お
聞

き
し
た
。

レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル
の
オ

ー
プ
ン
は
昭
和
艶
年
７
月

四
日
で
あ
る
が
、
雨
水
利

用
シ
ス
テ
ム
は
建
物
が
完

成
し
た
４
月
か
ら
貯
留
を

開
始
し
、
業
務
使
用
さ
れ

だ
し
た
。

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
デ

ー
タ
ー
が
出
て
い
る
の
で

現
実
に
は
ど
う
あ
っ
た
か

が
良
く
分
か
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
６
ケ
月
間
に
降
っ

た
雨
は
“
、
告
手
剛
前

閥

蕊垂‘

－
ル
）
の
雨
水
利
用
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

敷
地
面
積
３
万
４
千
㎡
、

建
築
延
べ
面
積
２
万
８
千

剛
而
、
集
雨
面
積
９
千
川

而
、
集
雨
水
場
所
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル
・
ス
テ
ン
シ

ー
ム
溶
接
屋
根
。
雨
水
の

使
用
用
途
は
、
便
所
洗
浄

水
・
掃
除
用
水
・
散
水
・

消
防
用
水
で
あ
る
。

雨
水
集
水
方
法
は
、
屋
根

に
降
っ
た
雨
を
伽
ヶ
所
の

ル
ー
フ
ド
レ
ン
か
ら
堅
樋

を
通
じ
て
３
ケ
所
の
雨
水

貯
水
槽
（
剛
而
）
に
貯
留

さ
れ
る
。

昨
年
ｎ
月
に
名
古
屋
市
総

第２４９号



と
決
ま
り
来
賓
の
早
川

専
務
理
事
様
に
祝
辞
を
頂

き
又
年
金
の
事
を
詳
し
く

説
明
し
て
頂
き
納
得
し
総

会
を
無
事
終
了
、
一
日
の

疲
れ
を
お
風
呂
で
流
し
宴

会
と
入
る
。
お
膳
に
は
海

の
幸
が
一
杯
で
コ
ン
パ
ニ

オ
ン
も
宴
に
色
を
添
え
た
。

お
酒
飲
み
放
題
で
あ
り
カ

ラ
オ
ケ
あ
り
ダ
ン
ス
あ
り

で
一
夜
を
有
意
義
に
過
ご

し
床
に
入
っ
た
。
二
日
目

は
大
王
崎
を
散
策
し
昼
食

で
は
、
始
め
て
食
べ
た
船

上
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
躍
り

だ
す
エ
ビ
に
は
皆
さ
ん
手

愛 板 第２４９号

瀞

蕊蕊蔚

昨
年
総
会
で
事
業
計
画

を
改
正
し
た
江
南
支
部
は

３
月
Ⅳ
、
焔
日
の
両
日
で

海
の
幸
一
杯
の
賢
島
一
泊

旅
行
で
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
日
頃
慣
れ
な
い
余

所
行
き
服
装
で
出
発
地
江

南
駅
へ
向
う
。
早
朝
か
ら

平
野
理
事
長
様
の
見
送
り

を
受
け
「
感
激
又
恐
縮
」

し
て
江
南
を
出
発
。
車
内

で
は
全
板
連
の
年
金
基
金

の
説
明
が
日
本
生
命
様
か

ら
あ
り
、
紙
而
だ
け
で
は

理
解
し
ず
ら
く
関
心
を
抱

い
て
い
た
だ
け
に
良
く
分

か
り
、
序
で
に
二
日
酔
も

Ｆ－刃ｑ

購
撫
詫
懸
識
蜂
蕊
・
抄
．
灘

支
部
》
だ
よ
り

】
総
会
」
賢
島
で
開
く

噂

蕊蕊

ご声
吹
っ
飛
ん
だ
／
一
行
は
銅

板
葺
き
を
最
近
為
さ
れ
た

と
見
え
る
椿
大
社
、
伊
勢

神
宮
を
参
拝
し
昼
食
は
松

阪
で
牛
肉
を
腹
十
二
分
食

べ
お
酒
も
進
み
車
中
で
は

「
カ
ラ
オ
ケ
」
と
な
り
時

間
も
忘
れ
る
位
楽
し
く
過

ご
し
今
宵
一
夜
を
過
ご
す

ホ
テ
ル
に
当
着
、
早
速
総

会
に
移
っ
た
。
前
度
の
通

り
の
議
事
も
ス
ム
ー
ズ
に

進
行
し
新
役
員
さ
ん
に
は
、

支
部
長
今
井
文
夫
氏

副
支
部
長
石
井
輝
憲
氏

会
計
川
瀬
清
元
氏

広
報
委
員
石
川
鐘
吾
氏

江
南
支
部

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

東
三
脇
坂

「
一
番
搾
り
」
の
二
匹
目

の
ド
ジ
ョ
ウ
を
ね
ら
っ
て

二
月
早
々
か
ら
、
ビ
ー
ル

業
界
新
製
品
続
出
。
「
ビ

ア
吟
生
穀
や
ぶ
り
」
「
吟

仕
込
」
「
プ
レ
ミ
ア
ム
」

な
ど
な
ど
。

昨
年
の
販
売
量
は
大
び

ん
で
約
百
三
億
本
と
か
・

新
製
品
続
出
で
店
頭
に
並

ぶ
ビ
ー
ル
の
銘
柄
数
は
輸

入
品
も
含
め
、
な
ん
と
百

三
十
三
種
も
あ
る
と
い
う
。

バ
ブ
ル
経
済
は
崩
壊
し
た

が
、
こ
ち
ら
の
方
も
本
来

の
う
ま
－
い
ビ
ー
ル
の
味

が
崩
壊
し
な
い
か
、
ビ
ー

ル
党
に
は
少
々
心
配
な
現

象
で
す
よ
ネ
。

春
う
ら
ら
か
な
日
と
も

い
え
る
暖
か
さ
、
桜
の
花

も
ふ
く
ら
み
、
花
見
気
分

に
誘
い
出
さ
れ
そ
う
に
、

一
ｒ
Ｌ
■
、
ノ
函
夕
Ｌ
』
、
ノ
“
Ｐ
Ｌ
Ｐ
、
０
Ｊ
■
阜
〆
、
』
．
、
Ｊ
》
夕
Ｌ
②
、
ノ
》
ｆ
、
。
、
ノ
Ｐ
Ｆ
Ｌ
歯
、
Ｊ
・
ｒ
、
写
、
Ｊ
『
〃
●
Ｌ
』
、
ロ
ノ
？
Ｆ
Ｌ
色
、
ノ
■
“
Ｌ
凸
喜
、
Ｊ
画
“
ｒ
、
画
、
ノ
画
夕
■
、
。
、
Ｊ
■
雲
ｒ
、
輯

蕊

河
辺
信
次

津
田
雅
章

福
山
健
一

伊
藤
元
裕

②
⑬
②
①

ず
ば
り
工
事
用
カ
メ
ラ
、

「
工
事
カ
メ
ラ
Ｋ
ｌ
３
且

を
富
士
写
真
フ
ィ
ル
ム
が

発
売
。
も
と
も
と
工
事
用

は
出
回
っ
て
い
た
が
こ
の

カ
メ
ラ
は
砂
や
ほ
こ
り
に

強
く
、
水
洗
い
も
で
き
る
。

手
袋
を
は
め
た
ま
ま
操
作

で
き
る
よ
う
に
巻
き
上
げ

レ
バ
ー
な
ど
を
大
き
く
作

っ
て
あ
る
．
焦
点
は
爵
、

露
出
は
自
動
で
二
万
四
千

八
百
円
。

今
年
は
異
例
の
早
さ
で

「
泡
戦
争
」
が
加
熱
気
味
。

昨
年
流
行
語
に
も
な
っ
た

時
よ
り
行
わ
才
き
し
た
・

司
会
の
二
村
副
部
長
の
も

と
で
、
組
合
長
挨
拶
、
そ

の
後
議
長
選
出
に
入
り
、

大
友
堅
治
氏
が
選
ば
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。
審

議
も
順
調
な
滑
り
出
し
、

全
員
一
致
に
て
可
決
成
立

さ
れ
ま
し
た
。
新
役
員
の

選
出
に
入
り
ま
し
た
。
役

員
選
出
に
あ
た
り
南
部
の

森
田
氏
か
ら
今
ま
で
の
結

果
報
告
が
あ
り
、
現
役
員

一
任
と
言
う
こ
と
で
、
組

合
長
よ
り
発
表
さ
れ
、
副

部
長
兼
会
計
の
鈴
木
一
男

氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
・

新
組
合
長
鈴
木
一
男

副
部
長
兼
会
計
山
口
保
史

副
部
長
伊
藤
栄
二

副
部
長
水
谷
正
勝
氏

そ
れ
ぞ
れ
平
成
三
年
度
の

役
員
で
す
。

新
組
合
長
の
抱
負
を
語

っ
て
い
た
だ
き
、
計
画
案

も
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
質
疑
応
答
に
入
り
、
一

時
間
程
あ
ま
り
あ
り
ま
し

た
時
間
も
、
皆
さ
ん
の
質

問
が
中
味
の
濃
い
問
題
ば

か
り
あ
っ
と
い
う
ま
で
し

た
。
岨
時
頃
終
了
さ
れ
、

そ
の
後
パ
ー
テ
ィ
を
開
き

旧
組
合
長
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
、
赤
川
氏
の
音
頭
で

始
ま
り
、
役
員
さ
ん
の
労

を
ね
ぎ
ら
い
２
時
過
ぎ
解

散
と
な
り
ま
し
た
。

東
三
青
年
部
の
役
員
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

9窯

鷺

新
部
長

副
部
長

副
部
長

会
計

東
三
支
部

春
日
の
日
で
あ
る
・

定
例
総
会
が
３
月
加
日

豊
橋
西
部
に
あ
た
る
高
千

穂
会
館
に
於
て
、
午
前
皿

(3)平成３年４月１５日

古
ず
つ
て
い
た
・
船
の
屋

方
に
は
銅
の
鬼
瓦
が
ふ
ん

だ
ん
に
飾
り
付
け
て
あ
り

乗
員
で
「
お
ー
い
／
江
南

の
色
男
居
る
か
ぁ
Ｉ
い
／
」

と
出
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

一
度
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

船
上
で
写
真
を
撮
っ
た
後

下
船
し
水
産
店
な
ど
で
お

み
や
げ
を
一
杯
買
い
こ
ん

で
家
族
の
元
に
無
事
着
い

た
。
旅
行
前
日
雨
に
な
り

我
々
は
三
日
間
の
休
日
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
楽
し

く
和
気
合
々
と
し
て
総
会

親
睦
旅
行
を
終
え
た
。

菱
川

器



藤

第２４９号 愛 板 平成３年４月１５日 ４

に
わ
た
っ
て
支
部
活
動
に

精
励
さ
れ
た
事
に
対
し
、

支
部
か
ら
感
謝
状
及
記
念

品
を
贈
呈
し
、
慰
労
を
ね

ぎ
ら
っ
た
。
又
当
支
部
特

有
の
活
動
、
即
ち
献
血
活

動
に
加
回
目
の
印
Ｉ
Ｚ
ｌ

で
支
部
献
血
グ
ル
ー
プ
か

ら
次
の
各
氏
に
も
感
謝
状

と
記
念
品
も
併
せ
て
贈
ら

せ
て
頂
い
た
。
（
順
不
同
）

榊
原
弘
氏
、
近
藤
金
蔵
氏
、

後
藤
啓
介
氏
、
滝
塚
伸
幸

氏
、
小
栗
康
正
氏
、
寺
沢

昭
典
氏
の
６
名
の
方
々
で

頭
の
下
る
思
い
で
す
。

さ
て
総
会
に
は
つ
き
も

の
の
審
議
、
岩
津
久
之
氏

を
議
長
に
迎
え
、
一
括
審

議
の
提
案
に
よ
り
事
業
報

去
る
、
３
月
型
日
日
大

府
市
内
の
米
田
公
民
館
に

於
い
て
、
盛
大
に
定
例
総

会
を
催
し
た
。

当
日
は
好
天
候
に
恵
ま

れ
、
組
合
員
の
出
足
も
順

調
で
、
前
日
の
雨
の
影
響

に
よ
り
心
配
さ
れ
た
が
、

支
部
役
員
の
日
頃
の
成
果

こ
こ
に
あ
り
、
超
満
員
の

盛
況
で
あ
っ
た
。

先
づ
司
会
に
は
、
名
古

屋
特
有
の
方
言
に
よ
り
、

ユ
ー
モ
ア
を
混
え
て
の
名

調
子
、
蟹
江
重
光
氏
の
発

声
に
よ
る
ス
タ
ー
ト
？

青
木
副
支
部
長
の
開
会
誓

言
に
よ
る
幕
あ
け
。

ア
ル
コ
ー
ル
と
心
臓
病

お
酒
を
多
く
飲
む
人
に

「
肝
臓
病
」
が
多
い
こ
と

は
み
な
さ
ん
よ
く
ご
存
知

と
思
う
。
し
か
し
死
亡
率

か
ら
み
る
と
、
循
環
器
の

病
気
に
よ
る
も
の
が
も
っ

と
も
多
い
。
す
な
わ
ち
、

大
酒
飲
み
は
脳
卒
中
や
心

筋
梗
塞
で
し
ば
し
ば
命
を

落
し
や
す
い
・

大
量
の
飲
酒
は
い
ろ
い

ろ
の
ア
ル
コ
ー
ル
性
心
疾

患
を
引
き
起
こ
す
が
、
多

い
の
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

第
一
に
ア
ル
コ
ー
ル
性
心

筋
症
が
あ
げ
ら
れ
る
。
大

量
飲
酒
を
続
け
た
た
め
心

蕊平
成
三
年
度
新
役
員誕

生
す
る

岳
苫
。
。
●
。
ウ
ニ
②
●
●
・
●
二
二
言
●
：
一
・
二
。
●
ｇ
ｏ
・
悪
冒
。
。
Ｄ
ｂ
ｏ
二
●
・
甲
句
１
』
エ
言
”
”
■
■
・
エ
ウ
・
甲
２
二
言
弓
。
』
。
。
、
吾
。
。
。
。
。
●
二
言
凸
。

個
園

委
員
が
ま
と
め
た
支
部
だ

よ
り
の
中
に
あ
る
の
で
参

照
さ
れ
た
い
。
）

建
設
関
連
業
界
は
、
「
３

Ｋ
、
５
Ｋ
」
と
ワ
ー
ス
ト

の
代
名
詞
に
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
み
ご
と
に
切

返
し
「
善
」
の
５
Ｋ
に
し

た
の
は
さ
す
が
で
あ
る
。

標
語
そ
の
も
の
は
、
し
ろ

う
と
の
作
る
も
の
だ
か
ら

上
手
と
は
言
え
な
い
が
、

日
頃
、
板
金
業
を
愛
し
自

信
を
持
っ
た
前
向
き
の
行

動
力
と
思
考
力
か
ら
生
ま

れ
た
す
ば
ら
し
い
標
語
で

あ
る
。
こ
れ
を
機
会
に
、

善
の
５
Ｋ
標
語
を
ふ
み
台

に
し
、
希
望
を
持
っ
て
楽

し
く
働
け
る
板
金
業
界
に

す
る
た
め
の
努
力
を
、
全

員
で
し
て
い
き
た
い
。

三
月
二
十
九
日
閏
晴

二
四
九
号
編
集
会
議

委
員
七
名
出
席

午
後
五
時
三
十
分
終
了⑧

後
藤
支
部
長
の
歓
迎
の

挨
拶
、
氏
日
く
、

「
板
金
業
界
に
誇
れ
る
五

つ
の
Ｋ
」
、
を
主
題
に
掲

げ
組
合
員
に
呼
び
か
け
賞

賛
の
的
と
な
っ
た
。

一
、
完
成
…
一
か
ら
十
ま
で

自
分
で
完
成
。

一
一
、
季
節
…
春
の
青
葉
、
若

葉
の
萌
色
。

一
一
一
、
工
夫
…
工
夫
と
技
術
で

よ
り
良
い
仕
上
げ
。

四
、
健
康
…
青
空
の
下
、
う

ま
い
空
気
を
胸
い
つ
ぱ

い
に
、
作
業
所
先
も
、

移
り
変
り
で
、
ス
ト
レ

ス
解
消
。

五
、
高
収
入
…
経
営
手
腕
で

年
収
一
千
万
以

上
。

以
上
の
五
Ｋ
で

あ
る
。事

務
局
よ
り

平
野
理
事
長
の

の
お
祝
の
挨
拶

を
頂
戴
し
た
。

尚
併
せ
て
労
災

保
険
担
当
の
山

内
事
務
官
に
も

来
て
頂
き
そ
れ

ぞ
れ
の
手
続
を

済
ま
せ
た
・

続
い
て
地
元

で
大
変
お
世
話

緯
／ｈ

●

Ａ
“
編
集
・
後
記
】

こ
れ
は
心
臓
の
筋
肉
に

血
液
を
送
っ
て
い
る
冠
状

動
脈
が
け
い
れ
ん
発
作
を

起
こ
し
、
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

第
三
に
は
、
大
量
飲
酒

が
危
険
な
不
整
脈
を
起
こ

し
や
す
い
。
不
整
脈
に
も

い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
な
か

で
も
急
死
に
つ
な
が
る
こ

と
が
多
い
心
室
頻
拍
と
い

う
危
険
な
不
整
脈
が
発
生

し
や
す
い
こ
と
が
分
っ
て

今
回
は
役
員
改
選
に
伴

い
、
平
成
三
年
度
の
新
役

員
が
誕
生
し
、
そ
れ
ぞ
れ

目
標
に
向
っ
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。
新
役
員
は
次
の
方

で
す
の
で
宣
し
く
。

◎
支
部
長
青
木
久
治
氏

◎
副
支
部
長
籾
山
基
義
氏

◎
理
事
浦
野
利
一
氏

◎
理
事
蟹
江
軍
光
氏

◎
理
事
蟹
江
利
夫
氏

◎
理
事
桧
谷
忠
勝
氏

◎
理
事
天
木
景
明
氏

◎
理
事
竹
内
広
幸
氏

以
上
８
名
の
方
々
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
、
今
後
の
御

期
待
を
望
む
も
の
で
あ
る
。

今
回
で
退
任
さ
れ
る
後

藤
前
寺
、
ｊ
長
に
は
、
永
年

い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
大
量

飲
酒
は
心
臓
に
悪
い
影
響

が
あ
る
の
だ
が
、
一
日
に

日
本
酒
一
合
程
度
の
飲
酒

な
ら
ば
毎
日
飲
ん
で
も
大

し
た
影
響
は
な
く
、
む
し

ろ
動
脈
硬
化
を
予
防
し
心

臓
に
よ
い
効
果
が
あ
る
と

さ
え
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
範
囲
で
の
飲
酒
を
す

す
め
た
い
。

に
な
っ
て
い
る
武
豊
屋
㈱

の
青
木
社
長
に
も
祝
辞
を

頂
き
、
組
合
員
も
真
剣
に

耳
を
傾
け
て
聞
き
入
っ
て

た
。
又
、
今
回
の
総
会
に

来
賓
と
し
て
出
席
を
頂
い

た
商
社
、
メ
ー
カ
ー
を
紹

介
致
し
ま
す
。

武
豊
星
㈱
、
㈱
池
田
商
店
、

㈱
山
善
、
野
々
山
商
店
㈱
、

タ
カ
ヶ
ン
金
属
㈱
、
日
本

鉄
板
㈱
、
日
新
製
鋼
㈱
、

松
下
電
工
㈱
、
東
洋
化
学

㈱
、
積
水
化
学
㈱
、
日
本

生
命
及
太
陽
生
命
な
ど
の

多
く
の
方
々
の
出
席
を
頂

い
た
。

蕊;:鱗
窪

１
１
１

春
の
花
も
先
を
競
っ
て

咲
き
始
め
、
春
風
と
共
に

身
も
心
も
う
き
う
き
し
た

く
な
る
季
節
と
な
っ
た
。

こ
の
時
期
は
年
度
末
で
も

あ
り
、
門
出
の
時
で
も
あ

る
。
愛
知
県
板
傘
下
副
支

部
の
中
に
も
役
員
交
代
が

行
わ
れ
、
平
成
三
年
度
を

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
で

ス
タ
ー
ト
し
た
所
も
多
い
。

そ
こ
で
今
日
は
３
月
型
日

に
行
わ
れ
た
、
知
多
支
部

定
例
総
会
で
の
出
来
事
を

紹
介
し
て
み
た
い
。

そ
の
日
会
場
に
入
り
配

布
さ
れ
た
「
総
会
の
し
お

り
」
の
表
紙
を
み
て
、
一

瞬
ク
ギ
づ
け
に
な
っ
た
。

後
藤
前
支
部
長
発
案
の
夢

と
希
望
を
現
実
の
も
の
に

す
る
た
め
の
「
５
Ｋ
」
標

語
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
の

で
あ
る
。
（
５
Ｋ
標
語
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
沼
津

臓
の
筋
肉
が
弱
っ
て
、
心

不
全
を
起
こ
す
病
気
。
日

本
酒
に
し
て
四
’
五
合
ぐ

ら
い
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
毎

日
飲
み
続
け
て
い
る
と
、

十
年
位
あ
と
に
は
、
心
臓

の
筋
肉
が
弱
っ
て
心
肥
大

に
な
り
、
呼
吸
困
難
を
起

こ
す
。大

量
飲
酒
家
で
、
階
段

を
上
っ
た
と
き
息
切
れ
を

感
じ
る
人
は
、
飲
酒
を
や

め
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

幸
い
、
ア
ル
コ
ー
ル
性
心

筋
症
は
、
飲
酒
を
や
め
れ

ば
回
復
す
る
・

第
二
に
、
大
量
飲
酒
の

夜
や
翌
朝
に
、
狭
心
症
や

心
筋
梗
塞
の
発
作
が
起
き

や
す
い
・

６
．
．
．
．
言
．
．
●
．
・
・
こ
ぎ
。
：
・
・
畠
・
●
’
二
一
・
・
・
．
総
・
一
一
・
●
・
・
・
一
一
言
一
・
・
・
・
・
二
・
・
．
・
．
・
二
一
一

告
、
会
計
報
告
と
会
計
監

査
報
告
が
な
さ
れ
、
す
べ

て
可
決
さ
れ
た
。
其
の
後

商
社
Ｐ
Ｒ
に
入
り
、
次
か

ら
次
へ
と
新
素
材
が
開
発

さ
れ
、
私
達
も
常
に
技
術

の
研
磨
と
知
識
の
修
得
に

力
を
注
が
な
く
て
は
…
。

す
べ
て
の
行
事
が
消
化
さ

れ
、
蟹
江
利
夫
理
事
の
閉

会
の
辞
に
よ
り
幕
を
閉
じ

た
。

そ
の
後
席
を
新
に
設
け

参
加
者
全
員
と
商
社
、
問

屋
さ
ん
を
混
え
て
の
懇
親

会
に
移
り
、
会
員
相
互
の

融
和
と
親
睦
も
深
め
つ
つ

そ
れ
ぞ
れ
の
美
談
に
花
が

咲
い
た
。
又
の
再
会
を
約

し
て
散
会
。
可
ソ
沼
津


